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道路建設課 
沿岸広域振興局土木部 
岩泉土木センター 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岩手県 千葉茂樹副知事（中央左）、田野畑村 石原弘村長（中央右）をはじめ、 

鈴木俊一衆議院議員、畑浩治衆議院議員、平野達男参議院議員、田野畑小学校児童の方々

ほかご来賓の皆様によるテープカット及びくす玉開披 

写真：㈱建設通信新聞社提供 

 三陸沿岸道路「尾肝要道路」 事業概要 

 

延長 4.5km 

（尾肝要トンネル 2,736ｍ） 

幅員 12.0ｍ（トンネル 9.5ｍ） 

 

事業着手 平成 18 年度 

工事着手 平成 21 年度 

 

 

供用 平成 26 年３月２日 

全体事業費 約 105 億円 

～国道 45号最大の難所･閉伊坂峠を回避～ 
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尾肝要道路は、地域高規格道路「三陸北縦貫道路」の一部として、平成 18 年度に事業化

され、国土交通省により整備が進められてまいりました。震災以降は、被災した地域の復興

を牽引する復興道路「三陸沿岸道路」の一部となりました。 

この度の開通は、所要時間の短縮・走行安全性の向上、また宮古市～久慈市間のアクセス

性向上による地域間の連携強化が図れるものと期待されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三陸沿岸道路「尾肝要道路」 開通に至るまで 

（１）復興道路着工式 

 東日本大震災の発生から８ヶ月あまりが経過した平成 23 年 11

月 20 日、復興のリーディングプロジェクトである復興道路「三陸沿岸道

路『尾肝要道路』」の尾肝要トンネル工事現場において、復興道路

着工式を開催しました。 

（２）尾肝要トンネル貫通 

 平成 23 年 11 月に着工した尾肝要トンネルが貫通し、平成 25 年

２月 10 日、尾肝要トンネル坑内にて『貫通式』が行われました。 

（３）尾肝要トンネルで防災訓練 

 平成 26 年 2 月 21 日に尾肝要トンネルにおいて、三陸沿岸地域

道路等防災対策連絡協議会の主催により、岩泉土木センター・田野畑

村・岩泉警察署・宮古地区広域行政組合消防本部・三陸国道事務所が

合同でトンネル防災訓練を実施しました。 

 
▲地元の方々による「菅窪鹿踊 
（すげのくぼししおどり）」が 
式典を盛り上げました 

 
▲式典会場に掲示されたパネル 

地域の皆様とともに尾肝要道路は開通

の日を迎えました 

 

▲達増知事のあいさつを 

代読する千葉副知事 

 

▲尾肝要道路の事業概要を説明する 

国土交通省東北地方整備局 

三陸国道事務所の工藤栄吉所長 

 
▲田野畑小学校児童が「田野畑村の未

来」「未来の自分へ」について綴った思

いをタイムカプセルに込めました 

 

▲開通を祝して行われたパレード 
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道路建設課 
沿岸広域振興局土木部 
大船渡土木センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：㈱建設通信新聞社提供 

 三陸沿岸道路「高田道路」 事業概要 

 

延長 7.5km 

幅員 

 ２車線区間  12.0ｍ 

追越車線区間 22.0ｍ 

 

事業着手 平成 6 年度 

工事着手 平成 13 年度 

全線供用 

平成 26 年３月 23 日 

全体事業費 約 190 億円 

      （暫定２車線） 

三陸沿岸道路 高田道路 延長7.5km

陸前高田市
至

気
仙
沼
市

至 釜石市

大船渡市

陸前高田IC

通岡IC

大船渡

碁石海岸IC

Ｌ＝4.1ｋｍ Ｌ＝3.4ｋｍ

H21.3.15開通H26.3.23開通

～津波浸水区域を回避し、道路の信頼性を確保～ 

岩手県 達増拓也知事（中央）、陸前高田市 戸羽 太 市長（中央左）、大船渡市 戸田公明市長（中央右） 

をはじめ、黄川田 徹 衆議院議員、平野達男参議院議員、高田小学校児童・米崎小学校児童の方々 

ほかご来賓の皆様によるテープカット、くす玉開披及びバルーンリリース 
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高田道路は、高規格幹線道路「三陸縦貫自動車道」の一部として、平成６年度に事業化さ

れ、国土交通省により整備が進められてまいりました。震災以降は、被災した地域の復興を

牽引する復興道路「三陸沿岸道路」の一部となりました。 

この度の開通により、 

①津波浸水区域を回避し、道路の信頼性を確保  

②救急搬送時間の短縮で安心な生活を確保  

③産業活性化で地域の活力を支援 
などの整備効果が期待されます。 

 
 
 
 

▲ 

会場に到着した達増知事を出迎える 

陸前高田市マスコットキャラクター

「たかたのゆめちゃん」と大船渡市マ

スコットキャラクター「おおふなトン」 

                      

▲県立大船渡東高等学校太鼓部の皆様（左）と陸前高田市「氷上太鼓」の皆様（右）が、 

開式に先立ち、お祝いの「和太鼓」を披露しました 

▲達増知事が主催者として挨拶しました ▲県立大船渡病院の伊藤達朗院長から 

お祝いのご挨拶をいただきました 

 

▲県立高田高等学校吹奏楽部の皆様によ

るお祝いの演奏が式典を盛り上げました 

▲昨年 9 月８日の高田道路の見学会の様 

子式典会場で紹介･展示されました 

開通パレードの様子。高田道路は、地域の皆様から多大な御支援をいただいて開通しました 

▲高田道路の事業概要を説明する 

国土交通省東北地方整備局 

南三陸国道事務所の柴田吉勝所長（右） ▲地元高校生による「高田道路開通への

思い」発表 


